
 

 

 

 

 

 

【部会テーマ】 

 小・中・高等学校の系統性を踏まえた学習内容

を理解するとともに、児童生徒自らが健康課題を

発見し、主体的に課題解決に取り組み、生涯にわ

たって心身の健康を保持増進するための資質・能

力を身に付けることができる指導の在り方 

 

１ 保健体育の在り方について                  

講師：スポーツ庁政策課教科調査官岩田悟氏より 

生徒が安心安全に授業を受けられる環境・授業づく

りが重要である。 

今は 100 年時代であり、一層豊かなスポーツライフ

の基盤を作る大切さを考えたうえで授業提案をしな

くてはならない。 

 

２ 保健における内容の系統性            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】 

学習指導要領において、高校のみ２単位(７０時間)

と定められており、より総合的に指導するよう示さ

れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３】 

【図２・３】から、どの単元も独立しているものはな

く、小中高と必ずつながっていることがわかる。その

ため、指導者が系統性を理解し、授業を構成する必要

がある。高校に来るまでにどうつながっているのか

を知ることが大切である。※気が付いたら中学校の

内容をやっていたということがないように注意する。 

３ 「主体的・対話的で深い学び」の 実現に向けた授業改善      

 

 

 

 

 

 

 

【図４】 

※ポイントは保健の見方・考え方を働かせること。 

 

令和７年度 体育・保健体育指導力向上研修報告書 

Ｇ 保健（高校）コース 

岩手県立葛巻高等学校 教諭 阿部 香奈子 

 



■指導の工夫 

健康に関心をもてるようにし，健康に関する課題を

解決する学習活動を取り入れるなどの指導方法の工

夫を行う。 

＜具体例＞ 

小学校 ・身近な日常生活の体験や事例などを題

材にした話合い， 

・思考が深まる発問の工夫や思考を促す

資料の提示， 

・課題の解決的な活動や発表 

・ブレインストーミング 

・けがの手当などの実習，実験 

中学校 ・内容への興味・関心を高めたり，思考

を深めたりする発問の工夫 

・自他の日常生活に関連が深い教材・教

具の活用 

・事例などを用いたディスカッション 

・ブレインストーミング 

・心肺蘇生法などの実習，実験 

・課題学習 

・（必要に応じて）コンピュータ等の活用 

・（学校や地域の実情に応じた）保健・医

療機関等の参画推進 

高等 

学校 

・生徒の内容への興味・関心を高めたり，

思考を深めたりする発問 

の工夫 

・自他の健康やそれを支える環境づくり

と日常生活との関連が深い 

教材・教具を活用 

・ディスカッション 

・ブレインストーミング 

・ロールプレイング（役割演技法）， 

・心肺蘇生法などの実習，実験 

・課題学習 

・（学校や地域の実情に応じて）保健・医

療機関等の参画推進 

（スポーツ庁政策課教科調査官岩田悟氏資料、学習

指導要領を踏まえた「保健」の考え方・進め方より抜

粋） 

■ロールプレイングは選択しやすいが、高校での取

り扱いには注意が必要。 

例）お酒の強要を断るロールプレイングでは、断るこ

とが目的になってしまいがちである。本来の目的を

忘れないこと。断ることが目的ではなく、どうしてい

けないことなのか、社会との関連を踏まえて断れる

ようにする工夫が必要である。 

■参考にできる教材等は積極的に使用してよい。 

■これからの時代にデジタルを使わないというのは

難しい。どう使うのかが大切である。デジタル学習基

盤を積極的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４  内容のまとまりごとの評価基準の作成手順           

講師：岩手県教育委員会事務局保健体育課主任指導

主事 生駒 大輔氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   【図５】 

図５・６（岩手県教育委員会事務局保健体育課主任指

導主事 生駒 大輔氏資料 指導と評価の計画を作成

する際のポイント資料より） 

※本時からではなく単元目標から作成すること 

単元＝各教科等において、一定の目標や主題を中

心として組織された学習内容の有機的な一まとま

りのこと 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   【図６】 

５ 学習評価の進め方                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１０】 

≪ポイント≫※図７～１１参照 

評価基準は適切か指導要領をしっかり確認すること。 

その際、知識技能において、①理解できるようにす

る、②触れるようにする、③適宜取り上げの違いに留

意すること。①は絶対にしなくてはならないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１２】 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１３】 

集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、

観点ごとの総括的評価を行うこと。 

※主体的態度の評価は最後に行うこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１５】 

粘り強く＋自己調整 自分で課題解決をしようと取

り組んでいるかどうか。 

例）跳び箱  

粘り強く何度も挑戦、ただそれだけだと横軸のみ。 

なぜ跳べないのか、アドバイスを求めにいく等して

いるか。などを評価すること。 

 

 

６ 体育科、保健体育科における保健の学習の体系            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１６】 

習ったことを活用し、思考することが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１７】 

教師が一方的に話すのではなく、対話から生徒の 

“気づきに”につなげることが大切。テーマをどこ

に設定するか、的確にポイントを見分けるのがプ

ロである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１８】 

わかった、できるを「わかってできる」にしてあげる。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１９】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２０】

保健体育の学習については、学校教育全体の中で指

導をしていくこと。 

保健の授業の内容の明確化をはかる。なんでも保健

の授業で教えるのではなく、線引きをしっかりする

こと。 

 

７ 参考資料                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


